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《予約の仕方》 

１．生徒の皆さんは、学校で申し込むことができます。保護者の方は電話で予約をお願い

します。予約は、担任や学年の先生、又は保健室の先生などを通してお願いします。

教育相談担当で時間の調整を行います。 

場所は、管理棟 3階の相談室です。時間は、校時表にそって行います。 

鳥栖中学校 ＴＥＬ ８３－２５３７ 

 こんにちは、スクールカウンセラーの高です。どうぞよろしくお願いします。 

今月は『経験から学ぶ』ということについて書いてみます。今朝のできごとなんですが、小

学生の娘が図書バッグに大きなスケッチブックを入れて学校に持っていこうとしているの

を見かけました。スケッチブックが大きくて、図書バッグに入っている部分より、はみ出て

いる部分のほうが多い上にあまりにはみ出ているために図書バッグの持ち手も片方しか持

てずに、スケッチブックが今にも落ちそうです（状況伝わりますかね？）。私、思わず叫び

ました。「それ無理！今日雨降るし、絵が台無しになるって！今日持っていくのやめとき！」

って。娘、納得いかない顔をしています。私の頭の中は『せっかく描いた絵（娘がただ好き

に描いた絵で提出物ではない）をぬらさず運ぶこと』でいっぱいです。もう一度「ほんと無

理やって！やめとき！」と言おうとした瞬間、「この絵を描いたのも、運ぶのも娘だし、も

し濡れたときにその結果を引き受けるのも娘なのに、私がしゃしゃり出て、私が命令してる

って変だな」と思い浮かびました。それを考えているうちに、娘は体操服をいれるリュック

にスケッチブックがきれいに入ることを自分で発見して、うれしそうに「お母さん！入った

ー！」と報告してきました。 

 今回は、スケッチブックが濡れる前に娘によって解決策が発見されましたが、もし濡れて

いたとしてもそのときはそのときの発見があるんじゃないかなと思います。大人が口出しし

たいことってたくさんありますね。大人はすでに経験済みだからです。大人は経験したこと

を子どもに教えたくなりますが、言葉で教える内容って実際に経験して学ぶことには及びま

せん。子どもが経験して学ぶことを邪魔しないようにしたいと思った今朝でした。 

7日(火) 14日(火) 21(火) 28日(火) 

５月 カウンセリング予定 


